
公共交通をテーマとした高校生の探究活動の成果について 

 

 昨年度、県内の県立高校２校（富山高校、呉羽高校）の１年生が、探究活動

の時間を活用して、約半年間にわたり公共交通をテーマに研究を行いました。 

 この研究成果は、日頃公共交通機関を利用する機会の多い高校生が、県職員

の講義を聴講した後、グループ又は個人で関心を持った分野について、テーマ

を設定し、調査（文献、実地）、考察を経て、今年２月に校内で発表されたも

のです。 

 各交通事業者、市町村の皆さんにおかれましては、今後の施策を進める上で

ぜひ参考にしていただきますようお願いします。 

 

〇テーマ 

【富山高校】 

 ①地鉄に関わりたいと思う人を増やすためには 

 ②運転手の人手不足解消に向けて 

 ③バス利用促進の救世主 

 ④地鉄の利用促進について 

 ⑤公共交通利用時の快適性の向上と利用促進について 

 ⑥富山の地鉄バスの利用促進 

 ⑦南富山駅問題について 

 

【呉羽高校】 

 ①バス運転手を増やすためには 

 ②電車の利用客を増やすためには～みんなが乗りたくなる面白い電車～ 

 ③バス運転手として働きたくなる環境づくり～バス運転手の仕事の魅力～ 

 ④公共交通の利用促進～バスや電車をより多くの人に利用してもらうには～ 

 ⑤バス・鉄道が廃止されると困ること困らないこと 

資料２ 



１．研究の動機

２．仮説

1年2組1班

３．調査結果

人材が十分に集まっていないのは、
会社の福利厚生が十分でないことが
原因であると考え、富山地方鉄道会
社の採用情報を調べたところ、福利
厚生が充実しており、社員が意欲を
もって働ける環境が整っていた。そ
こで、人材が集まらない原因は、情
報発信が不足していることだと考え、
調査を行った。

就職先を決める際に重視したこと
調査対象：ある企業における新入社員857人
が回答

鉄道会社の魅力である職場の雰囲気、
賃金、福利厚生等の情報を広告に載
せるべきである

担い手確保に向けた政策がされてい
るが、人材確保に繋がっていない
→公共交通機関が行っている取り組
みが情報発信の不足によって認知さ
れていない

解決策：観光客や地元住民に富山地
方鉄道から積極的に情報を提供する
ことで人材確保につなげることがで
きる

情報発信の種類
①プル型
相手から情報を引き寄せてもらう
例）ホームページ
②プッシュ型
積極的に相手へ情報を届ける仕組み
例）営業の電話、SNS、DM、

ポスター、折込チラシ

現在の広告では魅力が十分に伝わっ
ていないため、プッシュ型の情報発
信に力を入れるべきである

富山地方鉄道が現在行っている
福利厚生制度

４．考察

調査の結果をもとに、最適と考えられ
るポスター、折込チラシを生成 を活
用して作成し、折込チラシを新聞に折
り込み、地域住民の目に留まりやすく、
積極的に情報を提供することができる。

ポスターであれば、市電内や駅構内に
簡単に掲示することができ、市電や駅
を利用する人の目に留まりやすいと考
えた。

引用 独立行政法人労働政策研究・研修機構
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就きたい

就きたくない

研究の動機

•人手不足が深刻な問題
→担い手を増やすためにこの職業知って
もらい興味を持ってもらうため

仮説

•①幼、小、中学校での公演、➁CM作成、③制服の見直しを考えた。
→①➁は現実的でない
→制服の改善を中心に活動を行う
→制服について、職場の環境についてアンケートをとろう！（運転手の方、街の人）
→アンケート結果をもとに考えたら現実的な策が思いつくのではないか

仮説の検証
方法

•アンケート調査の実施
（企業、街頭調査）

１年２組２班

考察

•＜街頭調査＞
9割の人が運転手という職業が選択肢にない
（理由）命を預かることへの不安、免許取得の難しさ
賃金の低さ、長時間労働など

↓
命を預かることへの対策は難しいと思った。

•免許取得への抵抗をなくすために、運転のシュミレーション
などをメインにしたイベントを開催

•＜企業の方へのアンケート＞
仕事において
長時間労働、給料の低さに対して不満

制服において
運転時の動きやすさや着心地、色や見た目に不満

↓
特に2～10年ほどの歴の人からの制服の改善に
対する意見が多かった。

•動きやすさ、着心地
…現在使用されている素材（メッシュ素材）
→クールマックスまたはメッシュ構造ポリエステルに変更（夏）

今後の課題・活動内容

•実現には時間がかかるが将来的には無人運転の技術も取り入れる

•長時間労働の不満に対しては、学生や社会人の利用が比較的少な11時から13時の本数を減らす等の意見
が出たが、現実的ではないという結論に至った

•シフトの組み方を最適にするためにAIを活用するもの一つだと思った

参考文献

•DVD「つぎとまります」

＜アンケート結果＞

仕事において改善してほしいと思っている
ことは何ですか

今の制服で機能的な面で改善してほしいと思っている
ことは何ですか

今の制服でデザイン的な面で改善してほしいと思って
いることは何ですか
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１．研究の動機

３．仮説

１年２組3班

４．仮説の検証方法

５．調査結果

県庁の職員の方々から、富山県では交通機関の

利用者が年々減少しているという話を聞いた。そこ

で、私たちはこの状況を打開する方法はないのか

疑問を持ち調べることにした。

デマンド型交通を導入することで、バスの利用者

が増加して赤字路線の黒字化、あるいは赤字幅の

縮小を目指すことができるのではないか。また、運

転手不足や運転手の高齢化が改善されるのでは

ないか。

・現状の調査

・他県のデマン型ド交通における成功例の分析

・のるーと射水をもとに、富山県の赤字路線に

走らせるときにかかる金額を調査

・実際に利用者の立場になる

予約がライン、電話など様々な方法で簡単

にできるので、学生からお年寄りまで利用

しやすい。待ち時間が少なく料金が安い。

車両が走っている場所がリアルタイムで分

かる。しかし、目的地まで直接行くわけで

はないので時間が曖昧で通勤通学には使い

づらい。

２ 背景

富山県の交通機関には鉄道や路面電車、バスな

どがあるが、その中でもバスは住宅地や学校、病

院など、生活に最も身近な場所を結んでいる交通

手段である。しかし、利用方法が分かりにくいこと

や、本数の少なさ、自家用車の普及などにより、利

用者が減少している。 その影響で赤字路線が増

加している。利用者の減少は、運行本数の削減

や路線の廃止につながり、結果として公共交通

を必要とする人々の移動手段が失われるという

悪循環を生んでいる。このような状況を打破す

るためには、従来の路線バスの運行形態にとら

われない、新たな交通の仕組みが必要であると

考えた。そこで私たちは、富山県のバスに注目し、

利用者が減少している原因や現状を調べることで、

今後どのようにすればバスをより利用しやすくでき

るのかを考えることにした。

そこで私たちが注目したのが、利用者の予約

や需要に応じて運行する「デマンド型交通」で

ある。デマンド型交通は、決まった時間・決ま

ったルートで走行する従来の路線バスとは異な

り、利用者の乗車希望に合わせて柔軟に運行で

きるという特徴を持っている。そのため、利用

者が少ない地域や時間帯でも、無駄な運行を減

らすことができ、運行コストの削減につながる

と考えられる。

地域交通の現状と課題

1. 大型二種免許取得者が減り高齢化が進ん

でいる。

2. バス運転手の数も減っている

3. 将来、路線バスの維持が難しくなる可能性

がある

4. 2024年問題により運転手不足が深刻化し

10月1日から

ダイヤの変更が行われた
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今回の調査で分かったように、デマン
ド交通には、利用者のニーズに合わせた運

行できるなどの、様々なメリットがある。

しかし、実際にデマンド交通を採用してい

るほかの市町村を調べてみると、多くが赤

字になっているとわかった。そこで、富山

県ではどのようにしてなるべく黒字に近づ

けていくかが今後の課題であると考えた。

無理のない予算で運行を続けていくため

には、利用者の人数を増やして利益を上げ

ていく必要がある。そのためには、考察で

もあったように、利用者の方々に向けた説

明会を開催するなどの取り組みで、デマン

ド交通の認知度を上げること、さらに、定

期的に利用してもらうことが重要になると

考えられる。

子供から年配の方まで、広い世代にデマ

ンド交通の良さを知ってもらうことで、富

山県の公共交通機関の利用者が増えていっ

てほしい。

６．考察

７．今後の課題

８．参考文献

今回の調査で、デマンド型交通は、過疎地域に
かなり合った良い方法だと改めて分かった。現在
のバス運転手不足は、大型のバスを扱う免許「大
型二種免許」を持つ人が少ないということにより
引き起こされているが、射水市で運用されている
車両は普通免許でも運転できるため、運転手を集

めやすい点や、運転手不足により便数が減らされ
た路線地域でも、使い勝手を改善することができ
るという点で、のるーと射水のような交通手段を
用意することはとても富山県にあっていると思。
しかし、富山県の実情にどれだけあっていると

しても、利用者の車への依存意識が根底にあるま

までは、いずれ利用者が減り、そのうち廃止へと
追い込まれてしまう。利用者の方々には、「私た
ちが乗ることで支える」という考え方を説明会な
どを開いたときに持ってもらうことが大切だと思
う。
また、デマンド交通は「低コストで使い勝手が

いい」必要があると考える。実際に乗ってみてわ
かったように、のるーと射水は１度の利用につき
最大２００円と、富山市内を走る普通のバスより
も安いことが分かった。この価格設定も、のるー
と射水が成り立っている１つの理由なのかもしれ
ない。低コストであり続けるためにも、運用地域

における住民のニーズに応えるような運用システ
ム・交通形態を選ばなければならないと思う。

①のるーと射水／射水市

②国土交通省 デマンド交通の導入に向けて

③国土交通省 参考資料編

https://www.mlit.go.jp/common/000049061.
pdf
④のるーと射水ホームページ

https://www.knowroute-imizu.jp/

利用者：６万８千人収益：１３６０万円

※年間利用者の求め方：射水市の高齢者率が約３

０％より、これより±５％の地域の年間利用率を出し、

その割合の平均に射水市の人口をかけた※収益の

求め方：求めた年間利用者に賃金２００円をかけた
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北海道
ご当地キャラクター×スマホスタンプラリー

スマホでスタンプラリー
⇒ＳＮＳに投稿で特産品ＧＥＴ
登録者数23961人、スタンプ総所得数72万件
以上

和歌山県
「WESTEXPRESS 銀河紀南コース」観光列車

紀南（京都～新宮）を巡るコース
平均乗車率約95％
（2023～2024より約20％UP！）

しなの鉄道(⾧野県)：「ろくもん」
豪華な内装で、沿線のワインや会席料理を提供

軽井沢という全国区の観光地を起点に、県外客を
ターゲットにしている
・ダイヤを調整し、快速列車も増便
・費用は県からの補助金や
クラウドファンディングなどによる
→黒字に回復 1億1600万円

１年２組４班

ニュースで地鉄が廃止されると聞いて、富
山高校生の通学に困難が生じると思い、地鉄
を黒字に回復させ、廃止を食い止める必要が
あると考えた。

県外の成功した事例を取り入れることで、
地鉄でも赤字からの回復が見込めるのではな
いか。

県外の成功している事例を調べて、富山市
とその市町村と比較して実際に富山市でも実
行できそうなものをまとめる。

一方で…
富山市内電車
愛妻の日、バレンタインに高校生がデザイ
ンしたラッピング車両を短い範囲で運行
写真撮影やSNS投稿が発生
→来訪者増加（現在は公開されていない)

〇成功している事例の特徴
・観光地と連動した企画を実施し、その地
域の特色を生かして普段利用しない人をタ
ーゲットにしている
・企業だけでなく県全体で取り組んでいる
・複数の取り組みを組み合わせ利用を促進

〇富山県で何ができるか
・立山の絶景はSNSでも話題となっている
・富山の新鮮な食材を使用した料理を電車
内で提供
(あいの風とやま鉄道でもこのような取り組
みを組み合わせることで、利用者が１年で
７％増加)
…クラウドファンディングで資金集め
組み合わせてPRすることで知名度UP
→利用者が増え電車の増便も可能に

・クラウドファンディングでより多くの資
金を集める方法について検討する必要があ
る。
・SNS以外でも効果的に宣伝できる方法を
考える。

楽天トラベル
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/rokumon-guide
7-AITER
https://7-alter.com/carwrapping/
富山県公式ウェブサイト
https://www.pref.toyama.jp

６．今後の課題

７．参考文献

２．仮説

３．仮説の検証方法

４．調査結果

１．研究の動機

-5-



１．研究の動機

２．仮説

１年２組５班

３．仮説の検証方法

４．調査結果

私たちは、普段公共交通機関を利用して
いる時に感じる不便な点を改善し、乗車時

の快適性を向上させることで、利用促進に

繋がるのではないかと考えた。

市内電車内の混雑時の緩和策
1. 乗車扉への精算機の設置

A, 車内が特に混雑すると考えられる通勤・通学の時間帯

に限り、乗車扉からも精算・降車を可能に。

実際、富山駅で乗車扉からの降車も実施しているが、私

たち学生の身からすると混雑する駅で実施してもらいたい。

2. 新しいアナウンスの実施

A, 入り口からも降車が可能という呼びかけ

車内が混雑している時間帯で乗車扉からも降車が可能と

いうことがあまり広く知られていなく、実際に私たちも市内

電車を乗り始めてしばらくはその規則を知らなかったため、

アナウンスを今よりも多く実施。

B, 右側通行の呼びかけ

車内が混雑している時間帯で降車口まで行くのは、車両

の種類にもよるが後ろ側に乗っていると困難であるため、

多くの人が人込みをよけながら行こうとしているのが現状

だ。これを実施することで降車口までの移動をスムーズに

行える。

3.車内の真ん中にテープをはる

右側通行を実施するため視覚的にわかりやすいものがテ

ープだと考えた。右側通行を利用者の共通意識にできる。

１.グループ内で公共交通機関の不便な点

を出し合う

２.改善案を考える

３.それらの改善案が実施されたのちに公共

交通機関の利用が促進される理由を提示

する

公共交通機関を利用されない理由の多く
は、最寄り駅の距離や乗車中の快適さなど

により「車の方が楽」だということである。そ

のため、公共交通機関利用時の快適性を

向上させ、利用を促進させようと思ったから。

つり革をつかめない人も安全に市内電

車を利用するための策
１.スタンションポールの設置

A，低身長の方や子供が安全に公共交通機関を利用でき

るようになる。

実際、アンケートによると高齢者から

手すりにつかみずらかいという意見

や、一般のつり革は160～165㎝で

あるため、子供や低身長の方には

つかみにくいと予想されるので、

電車後部にスタンションポールの設置は必要だと考える。

２.手すり延長器具を停車駅や入口に置き、自由に取り出

して使えるようにする

A, 低身長の方や子供が安全に公共交通機関を利用でき、

その場に応じて延長できるので高身長の方にあたらない。

だが、既製品のS字フックだと揺れたときのバランスが不

安定であったり、滑ったりする危険性があるので、この案

を実行する際は公共交通機関の会社などでこれらの危険

性を解消する独自の製品を開発しなければならない。

一両目の混雑の解決策

二両目以外にもにICカード専用精算機を設

置

A, 無人駅で降車する場合に精算のために

一両目へ行く必要がなくなり、一両目の混

雑を防げる。

現状、富山地方鉄道を利用し、無人駅で降

車する場合には、無人駅に改札がないため、
精算機のある一両目に行く必要がある。そ

のため、一両目は大変混雑し、乗車中の快

適性が失われていると考える。よって、二両

目三両目にも精算機を設置してもらいたい。
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◎精算機の改良に伴う懸念点への

対応

考察にて前述の通り、車両の改良費を確保

する必要がある。また、無賃乗車防止策を講

じる必要がある。

◎スタンションポールの設置に伴う懸念

点への対応

同じく、車両の改良費の確保が必要とされ

る。また、ポール増設が実現可能か慎重に検

討しなければならない。

◎新しいアナウンスの実施への対応

運転手の負担にならないようにするために、

事前に音声を録音しておくなどの対応が求め

られる。

◎車両改良における資金調達への対応

資金調達が困難であると予想される。そこ

で、クラウドファンディングを実施することで資

金を獲得できると期待できる。

５．考察 ６．今後の課題

７．参考文献

延長器具設置の案では、電車の揺れに

ふりまわされやすくなるため、踏ん張りの

利きにくい子供や高齢者にはより危険で

あるうえ、乗り込む際自分で設置する必

要があるため、手間となる。

スタンションポール設置の案では、電車

そのものに設置されることとなるため安定

している。人の流れに配慮し、後方車両

に設置すべきと考える。

乗車扉でも精算を可能にするために、新

たなICカードリーダーや精算機を設置す

る際には、以下のような課題が考えられ

る。

①改良による出費
全車両に新たな精算機とカードリーダ

を一台ずつ設置する必要がある

②利用者の料金未払い
精算機とカードリーダーを設置するに

あたり、 カードのタッチや現金での支払

いを運転手が確認することが難しい

②の問題解決策として、防犯カメラの設

置やブザー音の導入などを考えているが、

効力があるのかや、費用面、ブザー音が

他の利用者の不快になる可能性もあり、

工夫が必要である。

local01_02.pd

新しいアナウンスを実施する際に起こりう

ることとして運転手の負担を増やしてしま

うのではないかというものがある。あらか

じめ録音したアナウンスを流すなどの負

担になりにくい方法を考えたほうが良い。

右側通行のため車両の真ん中にテープを

張る活動に関しては、テープがはがれな

いようにする工夫が必要だ。

・富山市公式ウェブサイト（富山市の公共交通

に関する市民意識調査結果）

・富山市公式ウェブサイト（交通政策）

・関西大学社会安全部（鉄道車両内におけ

るつり革およびポール配置の検討）

・北日本新聞（地鉄の行方）

・モビリティプラットフォーム事業者協議会

（公共交通課題の実態に関する調査結果）
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１．研究の動機

２．仮説

１年２組６班

３ 調査結果

【富山県の公共交通機関の利用現状】

富山県の公共交通機関の利用状況につ

いて調べたところ、利用頻度が「ほぼ利

用しない」にあたる人が半分以上を占め

ており（Ｒ４年度）、最もよく使われる交通

手段におけるバスの割合が他の交通手

段に比べ、小さいことが分かりました。ま

た、公共交通機関の利用率が低い上に

年々下がっており、さらにその中でも、バ

スの利用がされていないことが読み取れ

ました。 

この現状を踏まえ、バスの利用が少ない

理由として、バスの利用経験が少ないこ

とや、利用方法がわからないことが挙げ

られると考えました。そこでバスの利用

方法を教えたり、バスを活用した移動方

法などを告知したりする『バスフェス』を

開催することでバスの利用の促進につ

ながるのではないかと考え、今回のテー

マとしました。

バスの利用経験がない人がバスフェス

に参加することで、利用のハードルが下

がり、公共交通機関の利用が増加する

と考えた。

富山県では地鉄バスの利用促進をする

ためのどのようなイベントを行っているか

調べた。

①路線バス乗り方教室

対象：園児

内容：バスの乗り方や車内でのマナーの

説明、体験乗車

②「バスの日」広報活動

富山・高岡駅周辺で富山県バス協会より

オリジナルマスクやマグネットシートの配

布とともにバスの利用促進を呼びかけた。

このことから富山県では園児だけでな

く子供からお年寄りまでが利用したくなる

ようなイベントを今までの富山県のイベ

ントとほかの都道府県のイベントを参考

にする。その中でも北海道と宮崎県のイ

ベントは、私たちが理想とする全世代が

参加できるバスの乗り方教室を行ってい

たので調べた。

みやざきバスフェスタ

【目的】バスの魅力を感じてもらい、バス

の利用を促進すること。

【対象】

子供からお年寄りまでの全世代
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５．考察

６．今後の課題

７．参考文献

・公益社団法人日本バス協会

ホームページ

・富山市公式ウェブサイト

【対象】子供からお年寄りまで

【内容】バス乗り方教室、バス車両展示、

クイズラリー、バスの路線案内のチラシ

配り、バスグッズ販売

【主催】富山県バス協会

【場所】富山駅北バス駐車場

また、バスフェスにより増加した利用者

に、継続的な利用をしてもらうため、富山

県で行われるイベント、行事のチラシや

告知の際にバスでのアクセスの仕方に

ついて記載する。
北海道バスフェスティバル

【対象】

子供

【内容】

・バス車両展示

・エア遊具

・お楽しみクイズラリー

・バスグッズ販売コーナー

・バスの乗り方教室

・職業体験ブース

・バス旅行企画コンテスト

・パネル展

・バスの日ノベルティ配布

【主催】

北海道バス協会

・バスフェスを開催するコストはいくらか

・場所を貸し切れるのか

・どんなバス車両を展示するのか

・バス車両の展示で通常の運用に影響

が出ないか

・混雑により、周囲の迷惑にならないか

・クイズラリーの場所を確保できるか

・バスグッズとして何を販売するのか

・イベントの開催時期をどうするか

・富山駅北バス駐車場だけでイベントの

内容をすべてできるのか

・駐車場内でのレイアウトは何が最適か

以上の観点から、バスフェスの内容をさ

らに魅力的にし、より多くの人に来てもら

えるようなイベントにしてきたい。

【内容】

バス車両展示

お絵かきバス（車体に、参加者が絵やメ

ッセージを書く）※当該車両は、宮崎市

内を運行予定

制服着用体験、バスの乗り方の案内

運転士募集の案内等

【主催】

宮崎県バス利用促進協議会

北海道・宮崎県で行われているバスフェ

スを参考に、バスの利用促進を目的とし、

バスの乗り方案内や乗車券の利用方

法・販売を主な内容として、子供向けの

バスにまつわる企画や高齢者を対象とし

たバスの紹介を行うイベントを富山県で

も行う。
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４．調査結果

１．研究の動機

２．仮説

１年２組７班

３．仮説の検証方法

富山高校生にとって身近な南富山駅につ
いて考えることとし、南富山駅の利用を促
進する方法を検証しました。

そのために富高生にアンケートをとり、
南富山駅の課題とその解決策について考え
ました。

未来〇学の授業で公共交通についての探
究活動を行い、班員で公共交通利用促進に
必要なことを考えたときに、駅の見た目や
電車の内装に言及する人が多くいたから。

私たちは近年、公共交通の利用者数が減
っているのは駅や電車の老朽化によるもの
であると考えました。そのため、改修工事
をしたら利用者が増えると考えました。

アンケートでは、富山高校の１・２年生
を対象に、利用頻度・利用目的・南富山駅
周辺に欲しい設備を調査しました。

南富山駅の利用目的
①「登校で毎日利用している」と回答した
人からは、駅周辺に欲しい設備としてコン
ビニなどやファストフード店などが欲しい
といった要望が多くありました。また、駅
に暖房を設置してほしい、駅の外装をもっ
ときれいにしてほしいなど駅舎への要望が
多かったです。
②「週１～３回程度利用している」と回答
した人は、市電に乗って移動のために利用
している人が多かったです特に目立ったの
は、駅内に自習室やベンチといった、待ち
時間を潰せる場を設置してほしいという意
見です。
③「月３回以下もしくは全く利用していな
い」と回答した人には、どんな施設があっ
たら利用したいか聞いたところ、これまで
の複合的な意見として駅の見た目をもっと
きれいにしてほしい、周辺に商業施設がほ
しい、学生が利用できる無料スペースがほ
しいという要望が多数見られました。

５．考察

アンケート結果から、駅に人が来るため
には便利さと居心地のよさの両方が大切だ
と分かった。コンビニや飲食店などの施設
があることで、電車を使わない人でも駅に
立ち寄りやすくなると考えられる。また、
休憩できる場所や勉強できるスペースがあ
ると、駅で過ごす時間が増え、利用する人
も増えると思う。さらに、駅の清潔さや安
全性も重要で、安心して使える環境が人を
集める駅につながると考えた。 

６．今後の課題

今後の課題として、まず、南富山駅をよ
くするためにアンケートで得た情報をもと
に理想の南富山駅のマップをつくって、県
庁の方に南富山駅利用者から不便なところ
の改善策として採用してもらえるようにプ
レゼンをしたいです。
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バス運転手を増やすためには

呉羽高校①

-1-

13H内アンケートより

-2-

13H内アンケートより

-3-

ネット広告やSNSを打ち出す

提案
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ネット広告やSNSを打ち出す

バス運転手のやりがいについて

スキルアップの側面・プロフェッショナル性

バス運転手としての一日・休憩時間の過ごしかた

人間関係を良好に保ちやすい・自由度が高い

-5-

バス運転手のやりがいについて

-6-

バス運転手としての一日・休憩時間の過ごしかた

-7-

「自由で、誇り高く、自分らしく働ける」

バス運転手を発信する

まとめ
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電車の利用客を増やすには
〜みんなが乗りたくなる面白い電車〜

呉羽高校②

-9-

子供との外出に鉄道を利用するかについて

国土交通省

-10-

子供を連れて鉄道を利用されているお客様から寄せ
られた困りごと

-11-

解決案①乗ると勉強になる面白い列車

プラネタリウム
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解決案②子供が乗りたくなる列車

-13-

チケットのデ
ザインも通常
とは異なるも
のに

-14-

富山ワクワクスタンプラリー！

-15-

運行の仕方

-16-



乗るとお得になる

-17-

特別列車の切符を買った領収書

対象のお店でお得なサービス
が受けられる

-18-

普通の列車と違うところ

・料金がいつもより少し高い
準備費

・子供連れの方に寛容な人向け

-19-

まとめ

「乗る必要がない」 「乗りたいへ変える」
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バス運転手として
働きたくなる環境づくり

〜バス運転手の仕事の魅力〜

呉羽高校③

-21-

2.8％

2.8％

約94％が
興味ない

-22-

-23-
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公共交通の利用促進

〜バスや電車をより多くの人に利用してもらうには〜

呉羽高校④

-27-

1.テーマ設定の動機

10月末の企業講演会で、富山県内で一人の公共交通機関の利

用回数が月1〜2回以下の人が合わせて93.0%もいることに驚いた。

このままでは、地域の活力や魅力が減ってしまうと講演会で話

していたので、どうすれば利用者を増やせるか他の県の取り組み

も参考にして深く調べようと思ったからである。

-28-

2.予想される結論

・富山県と他の県では人口や気候、地域情勢などが異なってくる

ので、他の県の取り組みを参考にして、富山県で取り組んだとし

ても利用者が増えるとは限らない。

・だから、皆で考え合って新しい方法を見つけ出すことも大切な

のではないか。

-29-

3.富山県の取り組み

・地域の魅力発見・創造につながる新たな企画乗車券・クーポン

の企画立案・作成、MaaSアプリ「my route」と連携した新たな

デジタル乗車券を企画・作成。

・年代別のパンフレットにより、公共交通の持つ経済面・健康

面・環境面 等の効果を紹介している。

・公共交通を実際に利用してその便利さや快適さを感じてもらう

ため、「電車・ バスで行こう！キャンペーン」の実施。

等
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4.他の県の取り組み（福井県）

・電車・バスをテーマとした心温まる「幸福」エピソードを募集。

一般と児童・生徒の部、それぞれ優秀作品を選び、表彰式を開催

するとともに、県民に周知。

・交通系ICカード（ICOCAなど）の利用者を対象とした「路線

バス無料デー」や、運賃が半額になるキャンペーンを期間限定で

実施した。

等

-31-

4.他の県の取り組み（東京都）

・「オフピークポイントサービス」というサービスによって混雑

緩和とセットで、通勤ラッシュを避けて利用した人にポイントを

還元する仕組みを鉄道各社と連携して進めている。

・臨海部などで、連節バス（長いバス）や専用レーンを活用した

「東京BRT」を運行し、路線バスと比較してスムーズな移動を提

供しており、心理的な負担も軽減される。

等

-32-

5.結論

福井県や東京都もその地域ならではの取り組みをしていること

がわかった。

しかし、今回調べた県以外での取り組みも、また違ってくるた

め、もっと調べて、富山県にあったよりよい取り組み方を考えた

いと思った。

これらを参考にして、皆にも考えてほしい。

-33-

参考資料

・第9回富山県地域交通戦略会議地域交通戦略の目標に向けた取組状況

について

・令和6年度 地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統）概要

・【ICカード限定】「路線バス無料デー」の実施について

・東京BRTは勝どきの「住みやすさ」をどう変えたか？住民視点で探

る新たな交通の可能性

・新しい通勤スタイルに合わせたオフピークポイントサービスについ

て
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テーマ
バス・鉄道が廃止されると困ること

困らないこと

サブテーマ
「交通面に不安はない」と思える持続可能な

地域交通を実現するための解決策

呉羽高校⑤

-35-

困ること

Ⅰ移動手段の喪失

自動車への依存が高い。

https://www.pref.toyama.jp/sections/1015/ecm/back/2001sep/tokushu/index.html
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困ること

Ⅱ地域経済の衰退・都市機能の低下

公共交通は都市機能を集約した拠点と住
宅地を結ぶ。

Ⅲ災害時の移動困難

代替交通手段として活躍する。

-37-

困ること
Ⅳ免許返納の遅れ・交通事故の増大

約７割！

https://kurashinokippu.com/0502menkyohennou/
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https://www.pref.toyama.jp/sections/1015/ecm/back/2001sep/tokushu/index.html
https://kurashinokippu.com/0502menkyohennou/


困ること

Ⅴ環境負荷の増大
一人あたりのCO₂の排出量

約７倍！

-39-

困らないこと
Ⅰ自動車中心の生活様式

日常的に自家用車を利用している。

Ⅱ運行頻度、利便性への不満
不便さを感じている利用者の不満がな

くなる。

移動手段自体がなくなることへの不満に
置き換わる。
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サブテーマ
「交通面に不安はない」と思える

持続可能な地域交通を実現するための解決策

テーマ
バス・鉄道が廃止されると困ること

困らないこと

-41-

ICTを活用

した利便性

の向上

※アプリ設定で苦

戦する利用者用の
ために電話対応や
インフォメーショ
ンセンター、各駅
の窓口に相談する
役割を追加する。

運行状況

マップで
見やすい

時間も見れる
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城端線福野駅の自習室

1

○南砺市がJR城端線福野駅のスペース（旧市観光協会案内所）を７月１０日（金）から

自習室として開放（座席数12、冷房完備）

追加資料
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